
井
上
圓
了
に
よ
る
「
長
岡
洋
學
校
和
同
會
」
の
設
立
と
そ
の
後
の
動
向

土
田
隆
夫
§
§
§
・

は
じ
め
に

　
井
上
圓
了
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
五
月
五
日
に
「
新
潟
學
校
第
一
分
校
」
に
入
門
・
入
塾
（
入
学
）
し
た
。
北
越
戊
辰
戦

争
の
戦
儘
が
未
だ
消
え
や
ら
ぬ
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
一
月
二
十
三
日
に
長
岡
洋
學
校
が
開
校
し
て
か
ら
間
も
な
い
、
校
名
が

変
換
し
た
一
年
余
り
後
で
あ
っ
た
。
門
生
と
し
て
入
門
し
た
圓
了
が
「
句
讃
師
雇
」
と
な
り
、
「
和
同
會
」
を
設
立
し
た
明
治
九
年

（一

ｪ
七
六
）
末
に
は
さ
ら
に
校
名
が
長
岡
學
校
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
古
志
郡
立
長
岡
尋

常
中
學
校
に
発
展
し
た
。

　
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
、
当
時
、
古
志
郡
立
長
岡
尋
常
中
學
校
の
教
員
で
あ
っ
た
本
富
安
四
郎
は
、
長
岡
城
の
本
丸
跡
に
建

つ
河
井
継
之
助
・
山
本
帯
刀
の
碑
を
仰
ぎ
見
て
、
そ
の
感
懐
を
次
の
よ
う
な
詩
に
託
し
て
詠
じ
た
。

「　
　
長
岡
城
祉
感
懐
　
　
　
　
本
富
安
四
郎

彼
処
に
立
て
る
彼
の
石
碑
　
何
を
記
す
か
読
み
来
れ
ば

維
新
歴
史
の
真
先
き
に
　
血
を
も
て
其
の
名
を
留
め
た
る

　
我
が
先
輩
の
事
蹟
を
ば
　
不
朽
に
の
こ
す
文
字
な
り

　
げ
に
や
浮
世
の
定
め
な
き
　
昨
日
の
淵
も
今
日
の
瀬
と
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変
は
る
流
れ
は
徳
川
の
　
大
樹
の
み
き
も
年
ふ
り
て

　
　
　
一
夜
の
中
に
は
か
な
く
も
薩
摩
の
嵐
に
た
ふ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
夫
れ
成
敗
は
時
の
運
　
石
橋
山
の
頼
朝
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

　
　
　
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
　
況
し
て
や
孤
城
援
け
な
く

　
　
　
天
下
相
手
の
此
の
戦
さ
　
敗
る
る
と
て
も
誉
れ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）
（
傍
註
筆
者
）
」

　
北
越
戊
辰
戦
争
に
際
し
て
長
岡
藩
の
先
頭
に
立
っ
て
新
政
府
軍
と
戦
い
敗
れ
た
両
雄
の
石
碑
の
碑
文
に
寄
せ
て
の
、
長
岡
藩
士
の

家
に
生
ま
れ
た
本
富
安
四
郎
の
悲
憤
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
年
十
月
、
学
校
は
城
趾
の
三
の
丸
跡
か
ら
現
校
地
の
四
郎
丸
「
諏
訪

堂
脇
」
に
移
転
し
新
た
な
学
校
の
歴
史
が
始
ま
り
、
現
在
の
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
へ
と
発
展
し
た
。
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」、

苡
纎
｢
了
在
学
期
に
お
け
る
「
長
岡
洋
學
校
」
の
学
業
様
相

　
井
上
圓
了
が
入
門
入
塾
（
入
学
）
し
た
明
治
七
年
か
ら
在
学
し
て
い
た
明
治
七
年
・
八
年
・
九
年
（
一
八
七
四
ー
七
六
）
の
「
長

岡
洋
學
校
」
1
1
新
潟
學
校
第
一
分
校
・
長
岡
學
校
の
学
業
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
こ
う
。

　
何
れ
も
「
長
岡
　
第
一
分
校
　
校
監
局
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
学
校
の
「
日
誌
」
の
記
事
に
よ
っ
て
、
当
時
、
教
科
書
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
書
籍
類
に
つ
い
て
の
記
載
な
ど
か
ら
圓
了
在
学
期
の
学
業
を
推
量
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
か
な
り
の
記
載
が
み
え
る
洋
書
類
の
教
科
書
は
当
時
に
お
い
て
は
貴
重
書
で
あ
っ
て
地
方
の
学
校
で
は
入
手
困
難
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
長
岡
洋
学
校
の
創
立
者
三
島
億
二
郎
が
、
開
校
当
初
か
ら
初
期
の
洋
學
校
・
新
潟
學
校
第
一
分
校
・
長
岡
學
校
に
お
い
て



は
慶
雁
義
塾
の
福
澤
諭
吉
を
通
じ
て
東
京
か
ら
購
入
し
て
き
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
学
校
が
次
第
に
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
か

治
七
年
ご
ろ
か
ら
は
、
新
潟
學
校
の
本
校
か
ら
借
用
し
た
り
、
長
岡
縁
り
の
先
学
・
先
人
か
ら
受
贈
し
た
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
。
門

生
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
が
学
校
か
ら
貸
与
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
た
。

　
「
明
治
七
年
甲
戌
十
月
十
一
月
十
二
月
　
日
誌
　
長
岡
第
一
分
校
　
校
監
局
」
（
以
下
「
日
誌
」
と
略
記
）
の
十
月
十
一
日
の
記

事
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
「
十
月
十
一
日
　
　
　
〔
藁
太
郎
　
（
學
校
鍵
費
斡
事
．

　
　
　
一
本
校
よ
り
借
用
之
典
籍
午
前
八
時
前
左
之

　
　
　
通
り
達
之

　
　
　
グ
ウ
ド
リ
ン
チ

　
　
　
一
英
國
史
　
　
　
　
　
拾
部

　
　
　
ウ
エ
ル
ソ
ン

　
　
　
一
第
一
リ
ー
ド
ル
　
　
拾
五
部

　
　
　
一
第
ニ
リ
ー
ド
ル
　
　
拾
五
部
　
　
　
　
　
　
」

　
こ
れ
ら
の
書
籍
は
圓
了
が
入
学
当
初
に
学
ん
だ
と
す
る
洋
書
の
リ
ス
ト
に
は
見
ら
れ
な
い
。
後
年
の
回
想
記
録
で
は
、
入
学
後
、

一
年
程
は
、
「
東
京
か
ら
或
る
西
洋
人
が
漫
遊
に
来
た
の
を
先
生
に
頼
ん
で
二
、
三
ヶ
月
「
リ
ー
ド
ル
」
を
學
ん
だ
。
」
と
あ
る
か
ら

一
般
の
門
生
よ
り
も
既
に
英
学
の
基
礎
学
力
が
高
か
っ
た
圓
了
は
、
右
の
書
籍
の
う
ち
に
も
圓
了
が
学
ん
だ
洋
籍
が
含
ま
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
同
年
十
月
十
九
日
の
「
日
誌
」
に
は

　
　
　
グ
ウ
ド
リ
ソ
チ

　
　
コ
英
國
史
初
筆
　
買
上
伺
一
通
」

と
あ
り
、
十
月
二
十
五
日
の
記
載
に
も

25　111圓了による 」＜「瑚）￥學校手川F弓會」レ♪、没立とそレ）往～ぴ）動lti」



　
　
　
ス
タ
デ
ン
ト

　
　
「
一
佛
國
史
初
筆
買
上
ヶ
伺
一
通
」

と
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
「
初
筆
」
（
初
版
本
ヵ
）
と
あ
る
よ
う
な
貴
重
な
洋
籍
類
は
「
第
一
分
校
」
（
「
長
岡
洋
學
校
」
）
で
購
入
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
翌
明
治
八
年
五
月
十
七
日
の
項
に
は
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
　
三
書
犀
　
佐
藤
作
平
在
東
京
中
二
付
、
左

　
　
　
之
典
籍
買
入
周
旋
之
義
、
以
書
面
郵
便

　
　
　
二
而
差
出
之
。

　
　
　
　
但
、
去
ル
十
四
日
差
出
し
候
処
、
記

　
　
　
　
　
載
落
候
に
付
麦
二
記
ス

　
　
　
　
ピ
ン
ノ
ソ
ク

　
　
　
　
一
　
　
　
希
臓
史
　
六
冊

　
　
　
　
一
　
　
　
羅
馬
史
　
六
冊

　
　
　
　
テ
　
ロ
ル

　
　
　
　
一
　
　
　
萬
國
史
　
九
部

　
　
　
　
　
　
　
　
但
近
世
古
代
共
　
　
　
　
」

　
学
校
が
軌
道
に
乗
っ
て
く
る
に
し
た
が
っ
て
教
科
用
と
し
て
使
用
す
る
書
籍
類
の
整
備
の
た
め
一
致
し
て
努
力
し
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　
學
校
取
締
で
あ
っ
た
長
岡
洋
學
校
の
創
立
者
三
島
億
二
郎
も
先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
て
い
た
。

　
同
年
五
月
二
十
四
日
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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「
五
月
廿
四
日

　
　
　
一
三
島
取
締
　
今
夕
本
縣
よ
り
帰
岡
、
本

　
　
　
　
校
よ
り
左
之
典
籍
借
受
ヶ
持
帰
之
。

　
　
　
　
一
　
　
萬
國
古
代
史
　
　
五
部
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
と
う
し
や
と
い
　
　
　
　
　
う
け
も
ち

　
井
上
圓
了
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
六
月
、
長
岡
学
校
句
讃
師
雇
・
授
業
請
持
を
辞
去
し
て
、
京
都
の
東
本
願
寺
の
教
師
教
校

英
学
部
に
入
り
、
さ
ら
に
翌
明
治
十
一
年
九
月
に
は
大
学
豫
備
門
に
二
〇
歳
で
入
学
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
様
子
に
つ
い
て
圓
了
は
次

の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

　
　
　
「
此
の
學
校
の
出
来
た
の
は
、
全
國
に
英
語
學
校
が
あ
っ
た
、
新
潟
に
は
新
潟
の
英
語
學
校
、
東
京
に
は
東
京
の
英
語
學
校

　
　
が
あ
っ
た
が
、
之
を
止
め
て
、
豫
備
門
と
し
て
立
て
た
の
で
あ
る
。
其
れ
故
、
西
洋
人
ば
か
り
で
、
何
で
も
西
洋
風
に
や
る
、

　
　
日
本
か
ら
、
は
る
ば
る
西
洋
に
行
く
の
は
、
中
々
の
事
で
あ
る
。
又
強
い
て
さ
う
し
な
く
て
も
、
日
本
に
洋
學
校
を
建
て
て
、

　
　
全
く
西
洋
風
に
や
れ
ば
、
其
れ
で
洋
行
し
た
と
同
じ
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
然
し
答
案
は
英
語
で
書
く
の
で

　
　
あ
る
が
、
文
章
は
書
い
た
事
が
な
い
の
で
、
是
又
大
に
困
っ
た
が
、
幸
に
も
登
第
が
出
来
た
。
其
時
の
鮎
の
取
り
方
は
、
全
課

　
　
目
を
平
均
し
て
、
六
十
黙
に
達
す
る
と
上
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
其
結
果
は
と
云
ふ
と
、
丁
度
彼
の
地
に
知
っ
た
人
が
あ
っ
た

　
　
の
で
、
其
の
人
か
ら
爲
し
て
も
ら
っ
て
見
た
ら
、
私
な
が
ら
あ
き
れ
た
。
如
何
か
と
云
ふ
と
、
文
典
が
十
九
、
作
文
が
二
十

　
　
五
、
そ
れ
で
如
何
し
て
登
第
が
出
来
た
か
と
云
ふ
と
、
数
學
が
幸
に
満
鮎
で
あ
っ
た
か
ら
、
登
第
が
出
来
た
の
だ
。
（
下
略
）
」

　
　
（
「
和
同
会
雑
誌
第
参
拾
．
八
號
　
明
治
3
9
・
1
1
発
行
　
所
収
。
「
博
ー
井
」
圓
．
ー
氏
の
扉
演
　
に
よ
る
）

　
圓
了
が
入
門
後
一
年
三
か
月
程
経
っ
た
明
治
八
年
九
月
一
日
の
「
日
誌
」
に
は
「
算
術
」
の
教
科
用
図
書
が
備
わ
っ
た
こ
と
が
記

し
て
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
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二
算
術
課
書
　
翌
蜷
鋤
　
　
四
部

　
　
　
一
右
同
断
　
　
㎜
㍊
欝
。
　
弐
冊
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
の
算
術
書
を
教
科
書
と
し
て
圓
了
は
「
算
術
稽
古
」
（
洋
算
の
法
）
に
励
み
そ
の
効
果
が
「
数
學
が
幸
に

満
黙
」
と
い
う
こ
と
で
結
実
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
日
に
は
「
算
術
謹
書
」
の
ほ
か
に
も
、
「
ス
ペ
ル
リ
ン
グ
初
筆
記
　
壱
通
」
・
「
ス
ペ
ル
リ
ン
グ
　
拾
五
部
」
な
ど
の

図
書
が
到
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
ス
ペ
ル
リ
ン
グ
」
と
は
「
リ
ー
ド
ル
」
（
リ
ー
ダ
ー
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。　

井
上
圓
了
は
「
奥
村
句
讃
師
」
（
奥
村
金
太
郎
・
後
に
助
教
）
が
担
当
す
る
「
算
術
稽
古
」
に
も
熱
心
に
努
力
し
て
い
た
ら
し
い
。

　
同
年
十
二
月
七
日
付
「
日
誌
」
の
記
事
に
は
、

　
　
「
一
本
日
よ
り
當
分
之
内
算
術
課
業
午
後
二
時
よ
り

　
　
　
　
三
時
迄
一
時
間
増
候
事

　
　
　
　
　
　
　
小
山
吉
郎
　
　
栂
野
四
男
吉

　
　
　
　
　
　
　
酒
井
久
三
郎
　
井
上
圓
了
　
　
　
　
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
記
名
さ
れ
て
い
る
四
人
は
「
算
術
課
業
」
を
一
時
間
増
加
す
る
ほ
ど
に
「
算
術
稽
古
」
に
励
ん
で
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
井
上
圓
了
以
外
の
三
人
は
工
学
・
農
学
な
ど
、
何
れ
も
後
年
に
は
理
系
の
分
野
で
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
び
と
で
あ
る
こ
と

を
想
起
す
る
と
、
圓
了
の
学
際
的
な
学
習
傾
向
が
こ
の
時
期
か
ら
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
同
じ
く
明
治
八
年
五
月
十
四
日
の
「
日
誌
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。
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「
一
小
林
病
翁
よ
り
左
之
典
籍
當
校
貯
積

　
　
　
被
相
贈
候
事

　
　
　
一
徳
國
學
校
論
暑
　
壱
部
　
上
下
弐
冊

　
　
　
　
但
彦
弥
目
黒
十
郎
方
江
相
越
候
節
、

　
　
　
　
横
田
大
三
同
所
二
而
落
合
候
庭
、
右

　
　
　
　
仁
よ
り
被
届
ヶ
被
呉
候
旨
三
ア
持
帰
之
」

　
　
　
　
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
病
翁
小
林
席
三
郎
か
ら
同
日
、
前
年
の
明
治
七
年
十
月
に
上
梓
さ
れ
た
『
徳
國
學
校
論
署
］
名
西

　
　
　
　
國
學
校
』
1
1
上
下
二
冊
ー
一
部
が
著
者
の
小
林
席
三
郎
か
ら
弟
横
田
大
造
（
小
林
又
兵
衛
の
四
男
幼
名
定
四
郎
・
横
田

　
　
　
　
家
の
養
子
と
な
り
別
家
）
を
通
じ
て
学
校
に
贈
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
小
林
席
三
郎
は
北
越
戊
辰
戦
争
の
直
後
、
長
岡
藩
の
復
興
と
発
展
を
は
か
る
た
め
に
は
ま
ず
教
育
の
推
進
を
す
る
こ
と
だ
、
と
し

て
明
治
三
年
六
月
十
五
日
に
長
岡
藩
國
漢
學
校
を
開
校
し
た
洋
学
の
先
駆
者
で
あ
る
。

　
明
治
二
年
十
一
月
に
は
三
島
億
二
郎
と
と
も
に
再
興
長
岡
藩
の
大
参
事
と
な
っ
た
。
の
ち
に
東
京
に
出
て
隠
棲
し
、
明
治
六
年
四

月
に
は
『
小
學
國
史
』
十
二
巻
を
上
梓
し
て
い
る
。
国
文
で
書
か
れ
た
児
童
向
き
の
大
部
な
国
史
著
述
で
あ
る
。

　
翌
年
上
梓
の
『
醗
刊
　
徳
國
學
校
論
馨
』
は
、
ド
イ
ツ
の
「
花
之
安
」
と
呼
ぶ
宣
教
師
が
プ
ロ
シ
ア
ー
ー
ド
イ
ツ
の
学
校
制
度
や
教

育
事
情
に
つ
い
て
著
わ
し
た
漢
文
記
述
の
書
を
「
小
林
病
翁
」
が
酬
刻
し
訓
点
を
付
し
て
読
み
易
い
よ
う
に
刊
行
し
た
書
籍
で
あ

る
。
こ
の
書
の
「
序
」
に
お
い
て
病
翁
は
、
“
一
八
七
一
年
の
プ
ロ
シ
ア
に
よ
る
ド
イ
ツ
統
一
は
國
民
教
育
の
成
果
を
基
盤
と
し
て

い
る
”
と
論
述
し
て
い
る
。
近
代
的
な
教
育
に
つ
い
の
病
翁
の
考
え
方
の
ベ
ー
ス
を
知
り
得
る
。

　
な
お
、
病
翁
の
弟
横
田
大
造
は
当
時
、
古
志
郡
赤
川
久
七
新
田
（
現
長
岡
市
）
に
居
住
し
て
お
り
、
後
に
停
の
横
田
鐵
二
郎
は
明
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治
十
三
年
四
月
、
長
岡
學
校
に
入
学
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
『
徳
國
學
校
論
暑
』
は
こ
の
と
き
大
造
を
介
し
て
学
校
に
贈
り
、

洋
学
教
育
の
推
進
に
役
立
た
せ
よ
う
と
し
た
病
翁
の
意
図
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
興
趣
を
そ
そ
る
も
の
が
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
書
も
ま
た
、
当
時
の
井
上
圓
了
に
は
適
宜
な
学
識
を
備
え
た
門
生
と
し
て
程
良
く
適
合
し
た
酬
刊
書
で
折
々
味
読
し

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
教
育
者
と
し
て
建
学
に
努
め
た
後
年
の
圓
了
の
素
地
は
こ
の
時
期
か
ら
徐
々
に
形
づ
く
ら
れ
て
行
っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
「
長
岡
洋
學
校
」
‖
長
岡
學
校
で
の
課
業
は
、
門
生
（
入
門
生
・
入
塾
生
）
の
学
力
や
学
習
歴
な
ど
の
程
度
に
応
じ
て
各
科
目
に

よ
っ
て
組
分
け
を
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
の
組
分
け
は
第
1
・
第
2
・
第
3
・
第
4
の
組
課
業
と
等
外
課
業
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
明
治
六
年
六
月
に
定
め
ら
れ
た
「
教
授
並
教
場
之
規
則
」
に
拠
っ
て
教
授
内
容
は
決
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
同
年
に
慶
雁
義
塾

の
塾
長
格
か
ら
三
島
億
二
郎
に
よ
り
招
請
さ
れ
て
来
任
し
た
藤
野
善
藏
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

　
　
「
第
一
の
組
課
業

　
　
　
一
、
英
國
史
　
毎
日
一
時
一
週
五
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
野
善
藏
受
持

　
　
　
一
、
大
合
衆
國
史
　
同
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全

　
　
　
］
、
算
術
毎
日
二
時
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土
曜
口
一
時
一
週
六
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
二
郎
受
持
」

　
こ
の
よ
う
な
課
業
形
態
は
三
田
の
教
場
で
行
わ
れ
た
慶
雁
義
塾
の
規
則
を
規
範
と
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

に
つ
い
て
も
そ
の
「
規
則
」
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
明
示
し
て
い
る
。

　
　
＝
、
毎
日
生
徒
を
し
て
前
日
教
授
を
受

　
　
　
　
け
た
る
場
所
を
暗
諦
せ
し
め
又
時

　
　
　
　
々
其
文
意
を
講
演
せ
し
む
　
教
師

　
　
　
　
は
其
問
に
答
へ
た
る
数
を
記
し
置

　
　
　
　
き
月
末
に
至
り
て
之
を
総
計
し
点

　
　
　
　
数
の
多
寡
に
従
ひ
其
席
順
を
定
む

　
　
　
　
べ
し

　
　
一
、
毎
年
一
雨
度
の
大
試
業
を
為

　
　
　
　
し
其
節
甲
乙
と
毎
月
の
点
数
と

　
　
　
　
を
参
考
し
以
て
生
徒
の
等
級
を

　
　
　
　
進
退
す
　
或
は
時
の
宜
に
因
り

　
　
　
　
例
外
の
処
置
を
施
す
こ
と
あ
る

　
　
　
　
べ
し
　
但
し
大
試
業
の
期
と
其

　
　
　
　
方
法
と
は
追
て
布
告
す
べ
し

課
業
内
容
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一
、
土
曜
日
は
半
日
の
業
を
休
み

　
　
　
　
更
に
一
科
或
は
二
科
の
講
…
義
を

　
　
　
　
設
く
」

　
　
　
　
（
『
長
岡
高
等
学
校
百
年
史
』

　
　
　
　
　
所
収
の
拙
稿
参
照
）
。

　
こ
れ
に
拠
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
土
曜
日
の
課
業
は
半
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
明
治
九
年
十
月
二
十
日
に
圓

了
が
設
立
し
た
「
演
説
会
」
と
し
て
の
「
和
同
會
」
は
翌
二
十
一
口
の
土
曜
日
か
ら
毎
土
曜
日
に
「
塾
生
」
有
志
の
結
社
人
員
に

よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
肯
け
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
右
に
例
示
し
た
「
教
授
並
教
場
之
規
則
」
に
よ
っ
て
展
開
し
た
長
岡
洋
學
校
1
1
新
潟
學
校
第
一
分
校
に
お
け
る
圓
了
在

学
期
の
課
業
形
態
の
一
端
を
学
校
「
日
誌
」
か
ら
抄
出
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
ゆ
め
し
り
　

◇
「
　
十
月
廿
二
日

　
　
一
　
稲
垣
詮
平
請
持
第
四
之
組
　
理
學
初
歩

　
　
　
　
今
日
卒
業
二
付
明
廿
三
日
よ
り
パ
ア
レ
ー

　
　
　
　
萬
國
史
授
業
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
句
讃
師
の
稲
垣
詮
平
（
明
治
五
年
に
長
岡
洋
學
校
に
入
門
し
明
治
七
年
句
讃
師
に
任
用
）
が
請
持
つ
「
第
四
之
組
」
課
業
の
う
ち

の
『
理
學
初
歩
』
が
修
業
（
修
了
）
と
な
り
、
『
パ
ア
レ
ー
の
萬
國
史
』
に
進
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
圓
了
自
筆
の
「
履
歴
書
」

に
は
明
治
七
年
五
月
五
日
に
入
門
し
た
当
初
に
学
ん
だ
「
洋
籍
」
の
筆
頭
に
同
書
を
挙
げ
て
い
る
。

　
　
　
ゆ
　
ヒ
　
　
　
　
　
ひ
マ
マ
ズ
ま
　
は
　
ヒ
ほ
の
ロ
が
と
な
る
　

◇
「
　
十
月
廿
五
口
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一
　
仙
田
樂
三
郎
請
持
　
パ
ア
レ
ー
萬
國
史

　
　
　
　
第
三
之
組
卒
業
　
ク
ワ
ヶ
ン
ボ
ス
窮
理
書

　
　
　
　
二
相
成
リ
明
廿
八
日
よ
り
小
島
助
教
請
持

　
　
　
　
二
相
成
リ
　
是
迄
同
人
請
持
同
組
ク
ワ
ヶ
ン

　
　
　
　
ボ
ス
小
米
國
史
　
仙
田
樂
三
郎
請
持
授
業
候

　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
十
月
二
十
八
日
か
ら
課
業
請
持
の
変
更
が
あ
っ
た
。
仙
田
樂
三
郎
句
讃
師
が
請
持
っ
て
い
た
「
パ
ア
レ
ー
の
萬

國
史
」
の
課
業
が
第
三
之
組
に
つ
い
て
は
卒
業
（
学
習
修
了
）
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
第
三
之
組
の
課
業
は
「
ク
ワ
ケ
ン
ボ
ス
の

窮
理
書
」
を
学
ぶ
こ
と
と
し
て
小
島
銑
三
郎
助
教
が
請
持
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
そ
れ
迄
小
島
助
教
が
請
持
っ
て
い
た
同
組
の
「
ク
ワ
ケ
ン
ボ
ス
小
米
國
史
」
を
仙
田
句
讃
師
が
請
持
っ
て
授
業
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
課
業
請
持
の
変
更
の
背
景
に
は
仙
田
樂
三
郎
句
讃
師
が
同
年
十
月
二
十
日
付
け
で
「
五
等
句
讃
師
試
補
」
か
ら
「
新
潟
学
校

四
等
句
讃
師
試
補
」
に
昇
任
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
承
け
て
の
変
更
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
仙
田
句
讃

師
の
月
給
は
金
五
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
小
島
助
教
の
月
給
は
金
三
拾
円
で
あ
っ
た
。
因
に
想
起
す
る
と
、
明
治
六
年
に
英
学
教

師
藤
野
善
藏
が
月
給
百
弐
拾
両
（
円
）
で
慶
雁
義
塾
か
ら
招
致
さ
れ
て
来
任
し
た
こ
と
と
比
定
す
れ
ば
余
り
に
も
大
き
な
差
違
で

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
感
が
あ
ろ
う
。

　
仙
田
樂
三
郎
は
旧
長
岡
藩
士
で
、
明
治
六
年
に
長
岡
洋
學
校
に
入
門
し
て
学
ん
で
い
る
。
圓
了
と
同
時
期
に
句
讃
師
と
し
て
教
え

た
後
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
九
月
十
八
日
に
、
漸
く
「
尋
常
中
學
校
」
と
し
て
学
校
の
基
礎
が
安
定
し
た
ば
か
り
で
、
五
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年
制
と
な
っ
た
「
古
志
郡
立
長
岡
尋
常
中
學
校
」
に
校
長
と
し
て
着
任
し
た
。
着
任
に
際
し
て
は
同
日
午
後
四
時
、
生
徒
］
同
が
長

生
橋
ま
で
出
迎
え
た
、
と
い
う
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
六
月
十
四
日
迄
、
四
年
九
か
月
に
わ
た
っ
て
「
長
岡
中
學
校
長
」

を
務
め
学
校
発
展
期
の
基
盤
を
確
立
し
た
逸
材
で
あ
っ
た
。
校
長
と
し
て
の
仙
田
樂
三
郎
は
生
徒
た
ち
の
期
待
感
を
違
え
る
こ
と
な

く
、
意
気
込
み
を
持
っ
て
率
先
、
躬
行
実
践
す
る
教
育
を
展
開
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
学
校
に
新
た
な
校
風
を
生
み
出
し
整
然
と
し

た
学
校
生
活
が
営
ま
れ
た
と
い
う
（
『
寄
宿
舎
日
誌
　
齢
端
膿
校
　
〔
酬
刻
〕
監
修
・
校
注
　
土
田
隆
夫
』
（
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校

同
窓
会
刊
・
二
〇
〇
四
）
所
収
拙
稿
、
『
私
立
長
岡
學
校
・
長
岡
尋
常
中
學
校
の
「
寄
宿
舎
日
誌
」
に
見
る
教
育
』
参
照
）
。
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二
、
井
上
圓
了
に
よ
る
「
和
同
會
」
の
設
立

　
「
武
二
於
テ
勢
力
ア
ル
モ
ノ
文
二
於
テ
又
成
功
ヲ
見
ル
ナ
リ
」
と
し
て
（
明
治
三
十
九
年
十
二
月
、
「
學
海
に
於
け
る
長
岡
の
地

位
」
）
本
富
安
四
郎
が
目
指
し
た
学
校
の
活
動
基
盤
は
「
和
同
會
」
で
あ
っ
た
。
長
岡
洋
學
校
の
創
立
間
も
な
い
明
治
九
年

（一

ｪ
七
六
）
十
月
以
来
、
連
綿
と
し
て
続
い
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
和
同
會
の
設
立
に
つ
い
て
先
ず
管
見
を
記
そ
う
。

　
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
一
月
二
十
三
日
、
長
岡
洋
學
校
が
創
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
新
潟
學
校
第
一
分
校
、
「
仮
學
校
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
し
や
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
け
も
ち

変
遷
し
た
学
校
で
、
「
句
讃
師
雇
」
と
し
て
「
授
業
請
持
」
を
し
て
い
た
井
上
圓
了
（
明
治
七
年
五
月
五
日
長
岡
洋
學
校
1
1
新
潟
學

校
第
一
分
校
1
1
に
入
門
・
入
塾
）
は
、
明
治
九
年
十
月
二
十
日
、
こ
の
た
び
「
和
同
會
」
を
設
立
し
た
い
、
と
学
校
に
申
し
出
た
。

明
十
月
二
十
一
日
の
土
曜
日
か
ら
毎
土
曜
日
に
開
催
し
た
い
と
い
う
企
図
で
「
規
則
書
」
を
提
出
し
、
学
校
か
ら
許
可
さ
れ
た
。

　
そ
の
結
社
人
員
は
井
上
圓
了
を
は
じ
め
栂
野
四
男
吉
　
丹
路
沖
徳
　
長
尾
平
藏
ら
八
人
で
あ
っ
た
。

　
翌
十
月
二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
学
校
の
二
番
講
堂
に
お
い
て
開
莚
（
開
会
・
開
講
）
さ
れ
た
。
規
則
の
と
お
り
作
文
等
か
ら
は

じ
め
て
午
後
四
時
前
に
は
終
了
し
た
。
こ
の
日
、
漢
学
担
当
の
、
翌
月
支
那
學
助
教
と
な
っ
た
句
讃
師
田
中
春
回
が
傍
聴
し
、
学
校



事
務
掛
の
野
秋
兵
太
郎
も
同
席
し
た
。
ま
た
、
設
立
時
の
八
人
の
結
社
人
員
に
加
え
て
秋
山
四
郎
太
　
槙
　
武
　
北
原
静
策
ら
九
人

が
入
社
人
員
と
な
り
、
総
勢
十
七
人
の
有
志
に
よ
っ
て
発
足
し
た
。

　
当
時
の
慶
雁
義
塾
で
既
に
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
六
月
に
発
会
し
て
い
た
三
田
演
説
會
に
倣
っ
た
こ
の
会
の
目
的
は
、
「
塾
生

相
互
の
懇
親
を
厚
く
し
、
演
説
や
討
論
の
稽
古
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
「
塾
生
」
と
は
も
と
も
と
は
、
慶
雁
義
塾
に

学
ぶ
人
び
と
を
指
す
名
称
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
場
合
、
学
校
の
通
学
生
の
ほ
か
に
当
時
学
校
に
併
設
さ

れ
て
い
た
寄
宿
舎
の
入
舎
生
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
慶
雁
義
塾
の
創
始
者
福
澤
諭
吉
は
、
そ
の
著
作
『
學
問
ノ
ス
ス
メ
』
十
二
編
に
『
演
説
と
は
英
語
に
て
「
ス
ピ
イ
チ
」
と
云
ひ
、

大
勢
の
人
を
会
し
て
説
を
述
べ
、
席
上
に
て
我
思
ふ
所
を
人
に
伝
る
の
法
な
り
。
』
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
思
惟
す
れ
ば
、

福
澤
諭
吉
が
初
期
の
慶
雁
心
義
塾
で
発
会
し
た
三
田
演
説
會
の
理
念
が
井
上
圓
了
に
よ
る
こ
の
「
和
同
會
の
設
立
」
に
つ
い
て
そ
の
機

縁
と
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
井
上
圓
了
が
「
和
同
會
を
設
立
し
た
」
前
年
の
明
治
八
年
五
月
に
は
三
田
演
説
會
の
演

説
会
場
を
三
田
の
高
台
に
建
築
し
、
た
い
そ
う
な
聴
衆
を
集
め
て
演
説
を
し
た
、
と
い
う
。
し
か
も
翌
月
の
六
月
か
ら
は
各
月
の
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
土
曜
日
か
ら
第
四
土
曜
日
迄
の
「
毎
土
曜
日
」
に
実
施
す
る
よ
う
に
体
裁
が
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了長岡學校時代の井上圓

決
め
ら
れ
て
い
る
。
井
上
圓
了
は
「
和
同
會
」
の
開
催
曜
日
ま
で
三
田
演
説
會
に

倣
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
初
期
の
三
田
演
説
會
に
は
「
和
同
會
」
の
よ
う
な

「
塾
生
相
互
の
懇
親
を
厚
く
し
」
の
「
懇
親
」
の
語
は
見
当
ら
な
い
。
純
然
た
る

「
学
術
」
の
場
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
「
和
同
會
」
発
足
時
に

は
既
に
独
自
の
特
色
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
井
上
圓
了
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
新
潟
県
立
長
岡
中
學
校
の
卒
業
生
と
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関
係
者
等
が
記
述
し
た
「
在
學
當
時
の
母
校
」
と
題
す
る
回
想
録
の
綴
り
に
、
和
同
會
の
設
立
に
つ
い
て
自
筆
で
次
の
よ
う
に
記
載

し
て
い
る
。

　
　
　
「
和
同
會
ハ
拙
者
ガ
故
栂
野
四
男
吉
二
相
談
シ
テ
創
設
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
　
名
称
ハ
論
語
ニ
ヨ
リ
和
シ
テ
且
ツ
同
ス
ル
ノ
意

　
　
ヲ
取
リ
テ
拙
者
ガ
命
名
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
　
明
治
九
年
ノ
創
立
ト
記
憶
ス
」

　
こ
の
よ
う
に
、
和
同
会
の
名
称
は
、
「
論
語
」
の
子
路
第
十
三
「
子
日
、
君
子
和
而
不
同
、
小
人
同
而
不
和
」
と
、
同
じ
く
「
論

語
」
の
学
而
第
一
「
知
和
而
和
、
不
以
礼
節
之
、
亦
不
可
行
也
」
の
「
意
」
を
採
用
し
て
「
和
同
會
」
と
井
上
圓
了
自
身
が
命
名
し

た
、
と
明
確
且
つ
明
晰
に
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
近
代
的
な
自
我
意
識
」
が
未
だ
未
成
熟
で
あ
っ
た
明
治
九
年
当
時
に
あ
っ

て
は
、
「
同
セ
ス
」
で
は
な
く
、
「
同
ス
ル
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
何
よ
り
も
圓
了
は
長
岡
洋
學
校
の
先
輩
で
あ
り
、
且
つ
「
同
志
」

で
も
あ
っ
た
栂
野
四
男
吉
に
「
相
談
シ
テ
創
設
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
」
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
圓
了
が
独
断
で
し
た
こ
と
で
は
な
か
っ

た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
族
籍
が
士
族
で
は
な
く
、
「
洋
學
生
徒
」
で
も
な
く
て
「
国
漢
文
ノ
課
程
」
に
「
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
と
う
し
や
と
い

門
入
塾
」
し
、
そ
の
後
、
「
句
讃
師
雇
」
と
し
て
一
八
歳
で
授
業
の
補
助
を
担
当
し
た
圓
了
に
は
自
分
な
り
に
懊
悩
し
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
圓
了
は
「
塾
生
」
た
ち
の
「
協
同
」
と
か
「
協
調
」
を
強
く
意
識
し
、
「
相

互
の
懇
親
を
厚
く
し
」
と
し
て
「
和
同
會
」
を
創
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
塾
生
圓
了
の
“
近
代
的
自
由
”
へ
の
憧

憬
も
潜
ん
で
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
和
同
會
」
は
、
明
治
七
年
に
発
会
し
た
三
田
演
説
会
の
二
年
後
の
設
立
で
は
あ
っ
た
が
、
前
述
の
と
お
り
、
そ
の
目
的
に
「
懇

親
」
を
掲
げ
、
「
自
由
」
の
雰
囲
気
の
な
か
で
お
互
い
の
切
瑳
琢
磨
に
よ
る
向
上
を
目
指
し
た
点
に
お
い
て
圓
了
の
先
見
性
を
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
発
行
の
『
和
同
會
雑
誌
』
第
9
2
号
に
、
当
時
の
新
潟
県
立
長
岡
中
學
校
教
諭
　
猪
俣
金
五
郎
は
、
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「
和
同
の
精
神
」
と
題
し
た
論
稿
を
寄
せ
、
「
和
同
會
の
名
称
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
　
　
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
　

　
　
　
「
則
ち
和
同
と
言
ふ
名
称
は
、
論
語
の
和
不
同
か
ら
取
っ
た
も
の
x
、
論
理
の
形
式
に
泥
む
事
な
く
其
の
精
神
を
生
か
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
…
（
中
略
）
…
同
は
和
に
吸
収
せ
ら
れ
同
化
せ
ら
れ
て
、
同
の
本
義
に
於
て
和
と
熟
合
し
て
ゐ
る

　
　
自
然
さ
を
感
ず
る
…
（
下
略
）
」

さ
ら
に
、
お
互
い
に
切
瑳
琢
磨
す
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
、
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
「
斯
く
て
同
友
互
ひ
に
切
瑳
琢
磨
す
る
事
に
よ
っ
て
、
向
上
の
道
を
共
に
進
も
う
と
す
る
、
協
同
的
な
生
々
発
展
の
精
神
を

　
　
標
榜
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」

　
ま
さ
に
、
圓
了
が
目
指
し
た
「
演
説
や
討
論
の
稽
古
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
と
す
る
「
和
同
會
」
は
、
猪
俣
金
五
郎
も
言
う
よ

う
に
、
「
其
の
精
神
が
向
上
発
展
に
あ
る
事
は
、
誰
に
も
考
へ
ら
れ
る
所
で
あ
ら
う
。
」
と
す
る
点
に
お
い
て
筆
者
も
共
感
す
る
も
の

が
あ
る
。

三
、
和
同
会
の
刷
新
と
発
展
－
井
上
圓
了
設
立
の
「
和
同
會
」
か
ら
生
徒
会
と
し
て
の
「
和
同
會
」
へ
の
発
展
－

　
井
上
圓
了
が
「
和
同
會
」
を
設
立
し
て
か
ら
間
も
な
い
明
治
九
年
秋
、
十
一
月
に
は
新
た
な
学
校
へ
の
変
革
の
う
ご
き
が
あ
ら
わ

れ
た
。
そ
れ
ま
で
「
仮
學
校
」
の
名
称
で
存
続
し
て
き
た
学
校
は
漸
く
長
岡
町
か
ら
の
資
本
金
五
五
〇
〇
円
を
基
金
と
し
て
長
岡
周

辺
の
二
十
七
小
区
か
ら
毎
年
各
区
金
三
〇
円
ず
つ
を
出
金
し
て
学
校
を
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
十
二
月
一
日
、
校
名
を
「
長
岡
學
校
」
と
改
称
し
て
改
め
て
県
令
永
山
盛
輝
の
臨
場
の
も
と
で
開
校
式
を
挙
行
し
た
。

　
翌
々
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
五
月
四
日
に
は
慶
雁
義
塾
か
ら
英
学
教
師
藤
野
善
藏
が
再
度
来
任
し
た
。
し
か
し
そ
の
年
秋
に

な
っ
て
藤
野
は
辞
任
し
た
。
藤
野
の
後
任
と
し
て
同
じ
く
慶
磨
義
塾
か
ら
旧
長
岡
藩
士
の
出
身
で
、
後
に
「
軍
税
論
者
」
と
し
て
知
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ら
れ
た
城
　
泉
太
郎
が
来
任
し
た
。

　
城
　
泉
太
郎
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
長
岡
藩
士
河
井
資
信
の
長
子
と
し
て
長
岡
城
下
に
生
ま
れ
た
。
長
岡
藩
費
崇
徳
館
で
学

ん
だ
後
に
上
京
し
慶
雁
義
塾
に
学
ん
だ
。
明
治
七
年
に
は
慶
雁
義
塾
で
教
え
た
が
、
そ
の
後
土
佐
の
立
志
社
で
も
教
壇
に
立
っ
た
。

　
明
治
十
一
年
九
月
、
長
岡
學
校
に
来
任
す
る
と
英
学
を
担
当
し
た
が
、
政
治
学
や
経
済
学
の
分
野
も
得
意
と
し
た
。
そ
の
弁
舌
は

爽
快
明
晰
で
、
「
ミ
ル
の
代
議
政
体
論
」
や
「
ギ
ゾ
ー
の
文
明
史
」
な
ど
を
流
暢
に
講
義
し
た
、
と
い
う
。

　
長
岡
學
校
は
城
　
泉
太
郎
を
迎
え
て
三
島
億
二
郎
取
締
の
も
の
で
、
英
学
、
数
学
、
漢
学
の
三
教
科
を
教
え
る
、
い
わ
ば
変
則
的

な
中
学
校
と
し
て
そ
の
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が
図
ら
れ
た
。

　
い
っ
ぽ
う
井
上
圓
了
が
設
立
し
た
「
和
同
會
」
は
、
圓
了
が
明
治
十
年
に
長
岡
學
校
を
去
っ
て
か
ら
は
間
も
な
く
衰
微
の
様
相
を

呈
し
て
き
た
。
「
和
同
會
」
で
演
説
す
る
者
も
な
く
な
り
、
や
む
を
得
ず
文
章
を
作
っ
て
そ
れ
を
朗
読
す
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
暫
く
は
開
会
す
る
こ
と
も
な
く
殆
ど
廃
絶
の
姿
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
末
頃
に
な
っ
て

漸
く
「
再
興
の
議
」
が
起
こ
っ
て
き
た
。
有
志
の
「
塾
生
」
・
「
門
生
」
た
ち
を
糾
合
し
て
廣
井
　
一
（
明
治
十
二
年
入
学
・
後
、
北

越
新
報
社
社
長
）
・
川
上
淳
一
郎
（
明
治
十
三
年
別
科
入
学
・
後
、
新
潟
県
会
議
員
・
衆
議
院
議
員
）
等
の
人
び
と
が
、
努
力
し
て

漸
く
開
会
に
漕
着
け
た
よ
う
で
あ
る
。

　
再
び
開
会
し
た
後
は
、
毎
回
三
、
四
人
ず
つ
の
演
説
者
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
都
度
一
人
か
ら
二
人
の
教
員
に
も
要
請
し
て
そ

の
講
演
を
聴
い
た
よ
う
で
あ
る
。
就
中
、
先
述
の
と
お
り
城
　
泉
太
郎
は
当
時
、
長
岡
で
も
希
有
の
雄
弁
家
で
和
同
會
の
講
演
で
も

一
際
光
彩
を
放
っ
た
と
い
う
。
学
校
で
も
城
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
教
頭
に
就
任
し
一
時
は
校
長
と
し
て
の
事
務
も
取

扱
っ
た
。
城
の
講
演
で
は
「
露
國
虚
無
党
演
説
・
佛
国
革
命
論
・
米
国
独
立
論
」
な
ど
が
「
雄
弁
治
々
流
る
x
如
く
」
で
、
門
生
た

ち
に
「
無
量
の
感
懐
を
与
へ
自
主
自
由
の
政
想
を
注
入
し
た
る
が
如
し
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
（
『
和
同
會
雑
誌
』
第
4
6
号
所
収
、
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明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
九
日
、
廣
井
　
一
述
「
和
同
会
紀
念
会
に
就
て
」
に
拠
る
）
。
門
生
の
出
席
者
た
ち
に
よ
っ
て
も
討
論
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
行
わ
れ
て
頻
り
に
「
憲
法
私
議
草
案
」
な
ど
に
つ
い
て
討
論
な
ど
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
頃
の
出
席
者
も
や
は
り
塾
生
（
寄

宿
舎
生
）
た
ち
が
多
か
っ
た
。
廣
井
　
一
、
川
上
淳
一
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
坂
牧
辰
三
郎
（
明
治
十
四
年
入
学
・
後
、
善
辰
と
改

名
し
、
明
治
三
十
四
年
九
月
十
七
日
に
新
潟
県
立
長
岡
中
學
校
の
教
諭
か
ら
校
長
に
就
任
し
て
四
年
余
り
務
め
た
）
、
大
島
伊
輔
等

が
い
た
。
ほ
か
に
塾
生
以
外
で
本
富
安
四
郎
（
後
述
・
明
治
十
三
年
入
学
・
和
同
會
の
改
革
者
）
や
橋
本
圭
三
郎
（
明
治
九
年
入

学
・
後
、
日
本
石
油
社
長
）
等
も
い
た
。
教
員
で
は
城
　
泉
太
郎
の
ほ
か
田
中
春
回
、
丹
路
沖
徳
、
酒
井
久
三
郎
、
長
尾
平
藏
等
が

尽
痒
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
井
上
圓
了
が
設
立
し
た
「
和
同
會
」
は
明
治
十
三
年
末
頃
か
ら
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
頃
に
か
け
て
「
中
興
の

時
代
」
と
な
っ
た
。

　
こ
の
時
期
の
「
和
同
會
」
が
、
学
校
以
外
に
も
市
民
な
ど
に
呼
び
か
け
て
「
三
田
の
演
説
会
」
に
類
似
し
た
よ
う
な
活
動
を
さ
か

ん
に
お
こ
な
っ
た
の
は
城
　
泉
太
郎
に
よ
る
刺
戟
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
城
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
、
長
岡
學
校
を
辞
去
し
た
後
、
「
大
同
団
結
運
動
」
に
参
画
し
た
。
ま
た
、
明
治
二
十
四

年
（
一
八
九
一
）
に
は
城
の
編
述
に
よ
る
『
綴
　
濟
世
危
言
　
全
』
（
東
京
知
新
館
藏
版
）
を
刊
行
す
る
な
ど
独
自
の
思
想
を
披
渥

し
た
著
述
に
励
ん
だ
。
同
書
で
城
は
地
租
以
外
の
賦
税
を
全
廃
し
て
土
地
所
有
を
達
成
す
る
方
途
を
説
い
た
。

　
そ
の
後
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
至
っ
て
「
長
岡
學
校
」
は
新
し
い
中
学
校
令
の
規
定
な
ど
も
あ
っ
て
廃
絶
の
危
機
に
瀕

し
た
。

　
同
年
五
月
に
田
中
春
回
が
校
長
の
任
に
当
た
り
、
十
二
月
に
は
「
町
村
協
立
」
に
よ
り
漸
く
「
私
立
長
岡
學
校
」
と
し
て
維
持
し

て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
「
私
立
長
岡
學
校
」
と
称
し
た
学
校
で
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
な
る
と
、
生
徒
の
「
和
同
演
説
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會
」
に
教
職
員
も
臨
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
二
十
一
年
十
二
月
十
九
日
に
は
「
和
同
忘
年
演
説
會
」
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
二
月
十
日
、
は
じ
め
て
書
写
に
よ
る
「
和
同
會
雑
誌
　
第
一
号
」
が
発
行
さ
れ
、
明
治
二
十
八

年
（
一
八
九
五
）
一
月
二
十
三
日
に
、
印
刷
に
よ
る
『
和
同
會
雑
誌
第
一
号
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
間
に
お
い
て
学
校
も
変
革
を
続
け
た
。
将
来
へ
の
発
展
を
期
し
て
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
六
日
に
は
学
校
維
持
組
合
委
員

会
の
推
薦
に
よ
っ
て
加
藤
一
作
が
学
校
の
「
総
理
」
（
校
長
職
に
相
当
）
に
就
任
し
た
。
加
藤
一
作
は
明
治
維
新
後
間
も
な
く
長
岡

町
の
戸
長
と
な
り
、
洋
學
校
の
営
繕
や
管
理
に
当
た
っ
た
旧
長
岡
藩
士
で
あ
っ
た
。
加
藤
の
も
と
で
当
時
、
二
等
助
教
諭
で
あ
っ
た

田
中
春
回
は
教
頭
格
と
な
っ
て
共
に
学
校
の
経
営
に
当
た
り
、
特
に
学
校
資
本
金
の
募
集
に
力
を
傾
注
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
頃
に
は
嘗
て
、
旧
長
岡
藩
領
一
万
石
で
あ
っ
た
栃
尾
郷
の
名
望
家
川
上
喜
右
衛
門
、
富
川
岩
太
、
保
科
義
徳
等
が
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
い
つ

藤
一
作
、
田
中
春
回
に
さ
か
ん
に
協
力
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
治
三
年
に
富
川
鶴
一
、
山
田
到
庭
が
創
設
し
た
栃
尾
郷
の
初
等
教

　
　
　
　
と
ち
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
い
つ

育
機
関
「
橡
尾
校
」
へ
の
田
中
春
回
の
協
力
に
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
富
川
鶴
一
の
あ
と
を
承
け
て

と
ち
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
す
い

「
橡
尾
校
」
の
二
代
目
校
長
を
務
め
栃
尾
郷
の
教
育
に
尽
痒
し
た
山
田
到
虚
（
号
錫
、
政
尚
）
と
田
中
春
回
と
の
強
い
絆
に
由
来
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
田
中
春
回
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
十
一
月
、
「
書
写
和
同
會
雑
誌
第
三
号
」
の
巻
頭
言
と
し
て
熱
情
あ
ふ
れ
た
雄
渾

な
筆
致
の
達
文
を
寄
せ
た
。
そ
の
要
点
を
抄
出
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
「
さ
き
つ
と
し
よ
り
我
長
岡
學
校
の
学
の
友
と
し
、
和
同
會
と
い
ふ
を
設
け
て
雑
誌
と
い
う
文
を
あ
み
い
で
ら
れ
し
ハ
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
が
　

　
　
み
に
学
術
文
章
を
研
き
て
知
識
を
進
め
ん
と
に
そ
あ
り
け
る
。

　
　
　
是
を
し
も
無
用
の
事
と
や
誰
か
い
ふ
ら
ん
。
た
だ
望
む
ら
く
ハ
い
よ
く
学
術
文
章
の
道
を
研
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
知
識
を
た
く
は
へ
て
後
の
日
に
こ
れ
を
実
地
に
ほ
と
こ
し
て
実
益
を
世
に
あ
ら
は
さ
れ
ん
こ
と
を
こ
そ
か
へ
す
く
も
の
ぞ
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か
た
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
ま
し
け
れ
。
此
頃
そ
の
第
三
集
を
も
の
せ
ら
れ
ん
と
て
、
例
に
依
り
予
に
も
片
端
一
言
そ
へ
よ
と
あ
り
け
れ
ハ
い
な
み
か
た
く

　
　
て
、
無
用
剰
言
も
て
其
責
を
塞
く
こ
と
し
か
り
。

　
　
　
明
治
二
十
三
年
十
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ウ
げ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
用
閑
人
　
　
し
る
す
　
　
」
（
傍
註
筆
者
）

　
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
ま
ず
、
人
び
と
は
物
事
の
本
質
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
。
そ
し
て
個
人
の
尊
重

と
学
ぶ
者
の
自
由
に
つ
い
て
確
固
と
し
た
考
え
方
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ら
に
学
術
を
深

め
そ
れ
を
表
現
す
る
の
に
文
章
を
習
練
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
こ
の
「
和
同
會
雑
誌
」
を
発
行
し
て
行
く
こ
と
は

大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
、
と
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。

　
現
今
に
お
い
て
も
和
同
会
の
会
員
と
し
て
傾
聴
す
る
べ
き
論
旨
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
そ
の
思
想
的
根
底
に
は
、
か
つ
て
幕
末
に
藩
貴
崇
徳
館
で
学
び
、
の
ち
に
助
教
を
も
務
め
た
田
中
春
回
の
古
義
学
者
と

し
て
、
ま
た
洋
学
に
も
通
じ
て
い
た
深
い
学
殖
と
、
実
学
主
義
の
教
育
思
想
が
貯
聚
し
て
お
り
、
お
の
ず
と
こ
の
文
章
に
端
的
に
滲

泄
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
る
。

　
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
月
、
古
志
郡
の
全
町
村
1
1
五
一
か
町
村
に
よ
る
組
合
が
で
き
、
こ
こ
に
「
私
立
長
岡
學
校
は
解

消
し
て
古
志
郡
町
村
立
長
岡
尋
常
中
學
校
に
発
展
し
た
。
翌
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
八
月
二
十
六
日
、
古
志
郡
立
長
岡
尋
常
中
學

校
と
校
名
を
改
称
し
て
五
年
制
と
な
っ
た
。
長
岡
洋
學
校
の
創
立
以
来
、
二
〇
年
に
し
て
漸
く
学
校
の
基
礎
が
安
定
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
既
述
の
よ
う
に
校
長
相
当
職
は
「
総
理
」
の
呼
称
で
あ
っ
た
が
、
以
後
は
「
校
長
」
の
職
名
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
田
中
春
回
は
同
年
十
一
月
に
、
同
校
の
倫
理
國
語
漢
文
科
の
授
業
嘱
託
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
が
現
在
の
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
に
発
展
し
、
直
接
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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本
富
安
四
郎
は
、
幕
末
の
慶
応
元
年

て
今
朝
白
の
屋
敷
で
出
生
し
た
。

月
、
二
〇
歳
で
長
岡
學
校
の
教
員
と
な
っ
た
。

岡
學
校
、
古
志
郡
立
長
岡
尋
常
中
學
校
・
新
潟
県
立
長
岡
中
學
校
で
、

間
に
亘
っ
て
教
鞭
を
執
っ
た
。
ま
た
、

　
昭
和
十
年
刊
行
の
本
富
先
生
追
悼
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
す
い

ず
。
　
一
意
長
岡
健
見
の
育
英
に
蓋
痒
せ
り
。
」

　
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
、

二
十
二
年
三
月
、
同
校
の
夜
学
科
を
卒
業
す
る
と
、

の
地
に
赴
任
し
、
翌
年
十
月
に
は
校
長
に
昇
任
し
た
。

　
　
　
　
　
明
治
二
十
七
年
の
『
寄
宿
舎
日
誌
』
を
幡
く
と
、
十
月
六
日
の
項
に
、
「
午
後
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
時
半
頃
ヨ
リ
寄
宿
生
一
同
食
堂
二
於
テ
演
説
會
ヲ
開
キ
度
赴
キ
願
出
ス
ル
ニ
依
テ
、
事
実
取

　
　
郎
　
　
調
タ
ル
ニ
別
二
不
都
合
ナ
キ
様
子
ナ
レ
ハ
之
ヲ
許
可
ス
」
と
舎
監
山
寺
容
磨
は
記
し
て

　
　
四

　
　
安
　
　
い
る
。
和
同
會
設
立
当
初
の
「
塾
生
」
た
ち
の
「
演
説
會
」
が
連
綿
と
し
て
継
続
し

　
富

　
　
本
　
　
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

　
　
　
　
　
こ
う
し
て
和
同
會
の
伝
統
は
維
持
さ
れ
、
や
が
て
教
員
本
富
安
四
郎
が
和
同
會
の

　
　
　
　
目
的
を
「
剛
健
質
朴
の
校
風
を
発
揮
す
る
に
在
り
」
と
し
た
和
同
會
刷
新
の
意
志
と

　
　
　
　
気
風
が
し
だ
い
に
醸
成
さ
れ
て
行
っ
た
。

　
　
（
一
八
六
五
）
二
月
十
五
日
、
禄
高
一
五
〇
石
取
り
の
旧
長
岡
藩
士
本
富
寛
居
の
三
男
と
し

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
一
月
、
十
六
歳
で
長
岡
學
校
に
入
学
し
、
四
年
後
の
同
十
七
年
一

　
　
　
　
以
来
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
四
月
五
日
、
四
八
歳
で
逝
去
す
る
ま
で
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
た
び
、
国
語
・
漢
文
、
歴
史
の
教
員
と
し
て
通
算
一
八
年

　
舎
監
と
し
て
塾
生
（
寄
宿
舎
の
入
舎
生
）
の
訓
育
に
当
た
っ
た
。

　
　
『
山
高
水
長
録
』
の
年
譜
に
は
、
「
母
校
を
愛
す
る
が
故
に
ま
た
敢
て
一
身
の
栄
達
を
求
め

　
　
　
　
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
二
十
二
歳
の
本
富
は
長
岡
學
校
の
教
員
を
辞
し
て
上
京
し
、
東
京
英
語
学
校
に
学
ん
だ
。
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
い
し
ん

　
　
　
　
　
　
十
月
に
は
鹿
見
島
県
宮
之
城
村
の
盈
進
高
等
尋
常
小
学
校
の
教
員
と
し
て
薩
摩
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明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
五
月
、
三
〇
歳
に
な
っ
た
本
富
は
、
古
志
郡
立
長
岡
尋
常
中
學
校
に
発
展
し
た
母
校
に
再
度
、
教

員
と
し
て
来
任
し
た
。

　
本
富
は
北
越
戊
辰
戦
争
で
長
岡
を
攻
略
し
た
薩
摩
に
敢
え
て
赴
い
て
何
を
得
よ
う
と
し
た
の
か
。

　
こ
の
頃
本
富
が
詠
じ
た
詩
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

　
　
「
勝
ち
に
乗
り
た
る
西
軍
は
　
薩
長
土
肥
を
始
め
と
し
…
雲
霞
の
如
く
群
が
り
て
我
が
境
上
に
攻
め
寄
せ
ぬ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
つ
　

　
後
年
、
県
立
長
岡
中
學
校
同
窓
会
総
代
を
務
め
た
史
家
丸
田
亀
太
郎
は
、
「
鹿
見
島
健
見
ノ
剛
健
朴
訥
ノ
風
ヲ
察
シ
以
テ
他
日
郷

党
子
弟
ノ
指
導
二
資
ス
ル
所
ア
ラ
ン
」
と
本
富
の
薩
摩
行
き
の
意
図
を
洞
察
し
て
い
る
（
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
二
日
、
『
本
富
先

生
記
念
碑
』
除
幕
式
式
辞
に
よ
る
）
。

　
か
つ
て
「
薩
摩
青
年
ノ
養
成
」
の
実
情
を
自
ら
学
び
取
っ
て
他
日
長
岡
の
教
育
に
自
身
で
役
立
た
せ
よ
う
と
の
思
い
を
秘
め
て
本

富
は
敢
然
と
し
て
薩
摩
に
職
を
求
め
て
旅
立
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
富
安
四
郎
自
身
が
再
度
の
長
岡
来
任
後
の
明
治
二
十
九
年
一
月
、
「
南
薩
異
事
」
と
題
し
て
こ
の
と
き
の
薩
摩
で
の
見
聞
を

『
和
同
會
雑
誌
』
に
紹
介
し
て
い
る
。

　
本
富
が
遙
か
な
南
薩
の
地
で
学
び
取
り
そ
れ
を
長
岡
の
地
で
伝
え
、
教
え
よ
う
と
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。

　
再
度
の
来
任
後
の
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
、
本
富
は
、
本
来
名
誉
会
員
で
あ
る
べ
き
教
員
で
あ
り
な
が
ら
和
同
會
の
会
頭

に
推
戴
さ
れ
た
。

　
当
時
、
生
徒
と
し
て
在
学
し
、
後
に
教
貝
を
務
め
た
明
治
史
家
渡
邊
幾
治
郎
は
そ
の
間
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

　
　
　
「
眞
に
校
風
を
樹
立
す
る
に
は
、
學
生
の
精
神
を
酒
養
し
、
そ
の
施
す
制
裁
を
し
て
正
義
に
基
き
、
全
學
生
を
威
服
せ
し
む

　
　
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
は
全
學
生
の
中
心
と
な
る
者
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
本
富
先
生
を
推
し
て
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會
頭
と
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
未
だ
極
く
下
級
の
教
師
で
し
た
が
、
そ
の
人
格
と
学
識
と
を
以
て
、
聲
名

　
　
　
さ
く
さ
く
　

　
　
噴
々
、
長
岡
中
學
の
中
心
人
物
と
稻
せ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
が
く
　

　
　
　
先
生
が
一
度
會
頭
に
推
さ
る
〉
や
、
熱
誠
そ
の
任
に
當
り
、
演
説
に
文
章
に
常
に
侃
誇
の
議
を
唱
へ
、
全
校
生
を
鼓
舞
激
励

　
　
さ
れ
た
。
た
め
に
、
校
風
も
頓
に
刷
新
さ
れ
た
。
先
生
は
一
時
新
聞
記
者
と
な
ら
れ
た
位
で
、
伊
藤
銀
月
が
地
方
に
か
〉
る
文

　
　
章
家
が
あ
る
か
と
歎
柄
し
た
程
の
能
文
家
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
辮
舌
も
仲
々
雄
な
る
も
の
で
、
悲
槍
感
慨
の
調
、
そ
の
口
熱

　
　
し
、
そ
の
耳
熱
す
る
や
聴
衆
は
酔
ふ
が
ご
と
く
、
悲
憤
顕
起
す
る
と
い
ふ
状
で
あ
っ
た
。
そ
の
光
景
今
に
於
て
見
る
ご
と
く
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
先
生
の
演
説
型
は
、
長
く
和
同
會
に
残
っ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
。
長
岡
奮
藩
の
士
風
、
そ
の
教
育
鍛
錬
の
談
、
戊
辰
戦
争
の

　
　
談
、
或
は
ま
た
先
生
が
親
し
く
見
聞
せ
ら
れ
た
薩
摩
健
見
の
剛
健
・
朴
訥
の
談
等
は
柔
弱
な
當
時
の
風
潮
と
封
照
し
、
我
々
は

　
　
先
生
の
熱
誠
に
魅
せ
ら
れ
て
感
激
に
堪
へ
な
か
っ
た
。
（
中
略
）
先
生
の
一
言
一
行
は
能
く
全
校
生
を
動
か
し
た
。
（
下
略
）
」

　
　
（
前
掲
『
山
高
水
長
録
』
所
載
・
渡
邊
幾
治
郎
稿
、
「
本
富
安
四
郎
先
生
と
和
同
會
」
に
拠
る
）
。

　
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
井
上
圓
了
が
創
始
し
た
演
説
會
と
し
て
の
和
同
・
曾
の
あ
り
方
は
年
月
を
経
て
も
な
お
本

富
安
四
郎
等
に
受
け
継
が
れ
、
脈
々
と
し
て
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
年
四
月
、
二
学
級
募
集
と
な
っ
た
古
志
郡
立
長
岡
尋
常
中
學
校
に
高
野
五
十
六
が
入
学
し
て
い
る
。
後
の
、
太
平
洋
戦
争
開

戦
時
の
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
山
本
五
十
六
で
あ
る
。
高
野
五
十
六
は
、
「
言
葉
こ
そ
す
く
な
い
が
謹
厳
そ
の
も
の
の
如
き
眼
光
の
中

に
慈
し
み
深
い
温
か
さ
」
を
秘
め
た
本
富
安
四
郎
か
ら
学
級
担
任
と
し
て
教
え
を
受
け
、
そ
の
人
格
形
成
、
思
想
醸
成
に
大
き
な
影

響
力
を
与
え
ら
れ
た
。

　
明
治
三
十
年
六
月
、
本
富
よ
り
も
二
歳
下
で
か
つ
て
長
岡
學
校
で
学
ん
だ
坂
牧
善
辰
が
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
て
来
任
し
、
翌
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三
十
一
年
十
二
月
に
教
諭
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
年
十
月
、
本
富
は
同
校
教
員
を
辞
し
て
上
京
し
た
。
翌
々
三
十
二
年
三
月
、
大
阪

府
第
三
中
學
校
（
八
尾
中
學
校
）
教
員
と
し
て
三
十
五
歳
で
八
尾
市
に
赴
い
た
。

　
同
年
四
月
一
日
、
中
學
校
令
の
改
正
に
と
も
な
っ
て
校
名
か
ら
「
尋
常
」
の
語
は
除
か
れ
、
新
潟
県
古
志
郡
立
長
岡
中
學
校
と
改

称
し
た
。
四
郎
丸
「
諏
訪
堂
脇
」
（
現
校
地
）
に
移
転
、
新
築
し
た
こ
の
学
校
に
お
い
て
は
い
っ
そ
う
校
風
の
刷
新
と
発
揚
が
図
ら

れ
た
。

　
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月
一
日
に
は
郡
立
か
ら
県
立
と
な
り
、
こ
の
年
の
み
校
名
を
新
潟
県
長
岡
中
學
校
と
称
し
た
。

翌
三
十
四
年
三
月
、
高
野
五
十
六
は
五
年
制
の
同
校
を
卒
業
し
て
い
る
。
同
年
四
月
一
日
以
降
は
新
潟
県
立
長
岡
中
學
校
と
称
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
式
に
県
立
中
學
校
と
し
て
名
実
共
に
発
足
し
て
間
も
な
い
明
治
三
十
四
年
七
月
三
日
、
安

　
　
　
　
　
　
　
　
｜
、
ー
　
　
　
並
正
也
校
長
が
現
職
と
し
て
急
逝
し
た
。
九
月
十
七
日
、
教
諭
で
あ
っ
た
坂
牧
善
辰
が
校
長
に

　
ロ
コ
ぢ
ふ
づ
ロ
ホ
タ
の
ぎ
て
　
　
　
　
　
　
　
セ
タ
ル

騰
・
．
　
・
，
∴
　
日
荏
し
た
。
坂
牧
校
長
は
か
つ
三
緒
に
霧
し
た
本
富
安
四
郎
の
熱
誠
を
忘
れ
が
た
し

ぷ
4

　　

n
蓼
薦

　
顧
黎
営
波
鳶

て
か
、
本
富
を
招
請
し
た
。
招
請
に
応
じ
本
富
は
翌
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
六
月
、
三

た
び
母
校
の
教
員
と
し
て
来
任
し
た
。
時
に
本
富
は
三
八
歳
で
あ
っ
た
。

　
明
治
三
十
五
年
十
一
月
刊
行
の
『
和
同
會
雑
誌
』
第
2
8
号
に
は
「
迎
本
富
先
生
」
と
し
て
次

の
よ
う
な
歓
迎
の
辞
を
掲
載
し
て
い
る
。
要
点
を
抄
出
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
「
新
緑
滴
る
の
候
、
我
輩
は
、
本
富
先
生
を
八
尾
中
學
校
よ
り
迎
ふ
。
先
生
は
嘗
て
我

　
　
校
に
教
鞭
を
執
ら
れ
、
懇
々
薫
陶
を
垂
れ
、
ま
た
、
和
同
會
頭
と
し
て
諄
々
計
書
蓋
痒
せ

　
　
ら
れ
。
會
盛
に
校
風
揚
る
、
是
れ
吾
輩
會
員
生
徒
た
る
も
の
＼
感
謝
し
て
止
ま
ざ
ら
ん
と
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と
掲
げ
た
。
そ
こ
に
は
井
上
圓
了
が
設
立
し
た
初
期
の

論
の
稽
古
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
」

と
を
明
確
に
掲
げ
た
。

の
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
の
、

　
　
　
欲
す
る
所
也
。
然
る
に
、
先
生
一
度
事
を
以
て
、
我
が
校
を
辞
せ
ら
る
＼
や
。
鳴
呼
、
満
校
の
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　

　
　
　
子
、
誰
れ
か
離
別
の
涙
な
き
者
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
（
中
略
）
今
復
た
先
生
を
、
迎
ふ
る
の
榮
を
得
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
し
　
　
　
　
　
　
　
こ
い
ね
が
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
き
ょ
　

　
　
　
り
。
吾
輩
の
喜
悦
何
も
の
か
之
れ
に
若
か
ん
。
庶
幾
く
ば
、
益
奮
働
拮
据
し
。
以
て
先
生
の
指
導

　
　
　
に
、
背
か
ざ
ら
ん
こ
と
を
。
」

　
　
こ
れ
を
以
て
本
富
安
四
郎
の
三
た
び
の
着
任
へ
の
激
烈
な
歓
迎
振
り
と
そ
の
指
導
に
期
待
を
込
め
た

　
思
い
と
を
交
錯
し
て
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
な
お
、
こ
の
年
の
秋
十
月
二
十
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
女
性
の
英
語
教
師
ミ
ス
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・

　
M
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
英
語
嘱
託
教
諭
と
し
て
来
任
し
て
い
る
。
そ
の
歓
迎
の
辞
に
は
「
之
れ
本
校
に
學

　
ぶ
も
の
x
幸
福
と
い
ふ
べ
し
、
好
機
逸
す
べ
か
ら
ず
諸
子
奮
護
勉
働
せ
よ
。
」
と
あ
る
（
『
和
同
會
雑
誌
』

　
第
2
9
号
所
載
）
。

　
　
本
富
安
四
郎
は
三
た
び
の
着
任
後
四
か
月
目
の
十
月
、
和
同
會
規
則
の
改
正
を
行
っ
た
。

　
　
そ
の
第
二
章
　
目
的
の
項
に
、

　
　
「
第
三
條
　
本
會
の
目
的
は
互
に
智
徳
を
痒
勧
し
躰
嘔
を
錬
り
緋
術
を
磨
き
併
せ
て
親
交
を
厚
ふ
し
以

　
て
剛
健
質
朴
の
校
風
を
発
揮
す
る
に
あ
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
和
同
會
」
が
目
的
と
し
た
「
相
互
の
懇
親
を
厚
く
し
」
と
、
「
演
説
や
討

　
　
　
　
　
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
な
目
的
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
「
剛
健
質
朴
の
校
風
を
発
揮
す
る
」
こ

こ
の
点
に
お
い
て
本
富
の
和
同
會
刷
新
の
目
的
が
明
確
に
定
ま
り
以
降
の
新
潟
県
立
長
岡
中
學
校
と
、
現
在

　
　
　
生
徒
会
と
し
て
の
和
同
會
の
目
的
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
和
同
会
の
精
神
的
支
柱
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と
し
て
「
和
し
て
同
ぜ
す
」
と
す
る
考
え
方
が
定
着
し
て
現
在
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
期
ご
ろ
か
ら
は
こ
れ
に
「
豪
爽
快
活
」

の
語
を
加
え
て
校
訓
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
と
き
の
規
則
の
「
第
六
章
　
會
日
」
の
項
に
は
、
「
第
二
十
一
條
　
本
會
は
毎
月
二
回
、
第
一
、
第
三
土
曜
日
放
課

後
よ
り
開
會
し
本
會
の
議
事
を
會
議
し
若
し
く
は
演
説
討
論
等
を
な
す
も
の
と
す
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
は
井
上
圓
了
の
設
立
し
た
「
初
期
の
和
同
會
」
で
の
開
会
日
と
、
「
演
説
討
論
等
を
な
す
」
と
い
う
會
の
意
図
と
が
明
瞭

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
規
則
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
五
月
に
は
本
富
が
作
詩
し
た
「
長
岡
中
學
校
の
歌
」
を
原
作
と
し
て
、
坂
牧
善
辰
校
長
の
も
と
で

植
村
ク
ニ
作
曲
に
よ
っ
て
「
我
が
中
學
の
其
位
置
は
」
で
始
ま
る
、
現
在
の
「
第
一
校
歌
」
の
も
と
と
な
る
「
長
岡
中
學
校
校
歌
」

が
制
定
さ
れ
た
。

　
七
五
調
の
長
篇
で
あ
る
こ
の
一
番
か
ら
五
番
ま
で
あ
る
校
歌
に
は
学
校
の
伝
統
あ
る
歴
史
を
称
え
、
長
岡
の
伝
統
精
神
を
鼓
舞
す

る
も
の
と
し
て
本
富
安
四
郎
の
熱
誠
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
感
動
的
な
校
歌
と
し
て
今
も
歌
い
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　
「
本
富
先
生
」
は
明
治
の
世
が
ま
さ
に
終
末
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一

の
熱
情
的
な
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
四
月
十
口
に
営
ま
れ
た
葬
儀
は
あ
た
か
も
長
岡
の
「
市
民
葬
」
の
様
相
を
呈
し
た
と
い
う
。

む
す
び

　
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
の
和
同
会
は
、

二
）
四
月
五
日
、
そ
の
四
八
歳

「
本
富
先
生
」
が
目
指
し
た
「
文
武
両
道
」
を
標
榜
し
て
今
に
躍
進
し
て
い
る
。
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ま
さ
に
学
校
の
活
動
基
盤
と
し
て
、
和
同
会
は
井
上
圓
了
の
先
見
に
よ
る
設
立
以
来
、
そ
の
思
想
的
規
範
が
今
日
に
至
る
迄

＝
二
六
年
間
に
わ
た
っ
て
学
校
の
あ
ゆ
み
と
と
も
に
脈
々
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
富
安
四
郎
が
傾
け
た
和
同
會
刷

新
へ
の
熱
誠
は
、
「
殊
に
聞
え
し
和
同
會
　
剛
健
忠
武
の
熱
血
を
」
と
い
う
第
一
校
歌
の
歌
詞
の
一
節
に
凝
縮
さ
れ
て
歌
い
続
け
ら

れ
て
い
る
。

　
新
潟
県
立
長
岡
中
學
校
と
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
に
学
ん
だ
人
び
と
は
、
昨
年
迎
え
た
学
校
創
立
一
四
〇
周
年
記
念
を
期
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ま

て
、
「
団
結
い
と
×
堅
く
し
て
」
、
学
校
の
伝
統
と
和
同
會
の
「
誉
れ
」
を
末
代
ま
で
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
を
心
に
秘
め
て
日
々
努
力
し

な
が
ら
生
き
て
行
こ
う
と
し
て
い
る
。
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了
の
長
岡
時
代
』
土
田
隆
夫

　
　
　
（
東
洋
大
学
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
　
V
O
L
1
8
』
2
0
0
9
）

　
○
『
三
田
演
説
会
と
慶
雁
義
塾
系
演
説
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
崎
欣
一
氏
（
慶
雁
義
塾
大
学
出
版
会
1
9
9
8
）



　
○
『
山
高
水
長
録
』
1
9
3
5

　
0
『
井
上
円
了
の
初
期
思
想
（
そ
の
二
）
東
京
大
学
時
代
の
軌
跡
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
節
夫
教
授
（
東
洋
大
学
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
　
V
O
L
1
6
　
八
二
頁
～
八
四
頁
』

　
○
そ
の
他
、
長
岡
の
歴
史
に
関
す
る
史
・
資
料

　
　
〔
附
記
・
　
文
中
で
歴
史
上
の
人
物
に
つ
い
て
は
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
〕

◇
本
稿
は
『
和
同
会
雑
誌
』
第
胤
号
（
平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
発
行
・
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
和
同
会
刊
）

　
「
和
同
会
の
設
立
と
刷
新
」
を
一
部
追
加
・
補
訂
し
て
成
稿
し
た
。

2
0
0
7
）

所
載
の
拙
稿

鱒
羅
欝

書写和同會雑誌の発行（明治22年12月）
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書
妻
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癌
冶
没

印刷和同會雑誌の再興（明治28年1月23［i）

49　ナ1ヒ倒fによる 「長岡洋學校和同會」の設立とその後の動向


